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瓢謬認賃悶 脇町圏幅地質説明書

通商箆業技官平山 健

（昭和25年）
12月稿

I. 緒 言

脇町図幅の地質調査は昭和 17年 7月に消手し， 1部の野外調査を行ったが，第2

次世界大戦のために一時中止の朕態に置かれ， その間各種の資料が戦災によつて失わ

れた。載争終了後昭和 21年秋から再び胴査を院始し，昭和23年末に一應の完了を

見たものである。

本調査の内徳島縣麻植郡森山村亜炭炭田調査には，本所の上村不二雄の補助があり，

また白堅系和泉砂岩統中の化石採集 ・牧録には 徳島縣麻植郡JI!島中学校篠原勇の協力

を受けている。 • 

IL 地形

脇町図幅内の地域は次の4部分にわけるこ とぷできる。すなわち南部の背披山岳地

帯，中央の阿眼山脈地帯， 北部の丘陵地帯および吉野川によつて楷成されている沖積

平野地帯とである。 これ等の 4地帯は洪稜世後の古吉野川および現在の吉野川を中心

にして， その影密を多分に受けながら生成されたもの と考えられる。

中央山脈の主脈は南の郷山図幅内を東西に逃互してい否が，1部は鮎喰川の谷によ

つて北方に分妓し，脇町図幅南部の山地を楠成している。 この山地は海抜1,200m

の高越山を主生として，西方にはさ らに 1,500m 以上の速峯があるが，東方に向つて

次第に高度を減じ徳島市眉山におよぶ）仕年地形で，開析はやや進んでいる。そして

この山地を梢成する海抜500m 内外の連山は 第四紀以前に横成された小起伏の平

坦面を思わせ，南側の郷山図幅内では高度1,000m内外の侵蝕面に連続する・侵蝕階

段平坦面の1部ではないかと思われる。 北面すなわち吉野川平野に臨む側は東西に走

る断府崖であつて，徳島縣麻植郡川島町・ 同郡牛島村等には断暦地塊の 1部が小丘と
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なつて残つている。 • 吉野川沿岸ならびに鮎喰JI!流域には，山盤に2段の河成段丘がお

つて，時に複合段丘を形成している。肉幅内の西半部には比高 100m の2段の段丘が

あるが，東半部では古期の段丘は山地斜面の局部に批かに残つているだけであろ。

鮎喰JI!はこの山地の東部を南西方から北東方に蛇行して吉野川に合流しているが，

局部的に100m 以下の段丘を作つている。 鮎喰川下流の徳島縣名東郡石井町および

壮年期の山地の沈降した地形を示している。脇町図幅内の吉野川は國府町附近では，

流路が緩慢で，広大な三角形の沖校平野な栴成している。この沖稜平野の南北両端；之

陥没した断府谷は第四紀以後海面下に没して，・後再び隆東西方向の断府崖であつて，

起 して現在見られる2段の段丘を形成したと考えられる。すなわちこ の三角形の沖積

吉野川河口の埋没谷であつて，それを挟む南北の山地は，陸起して生成した

ために所々 に段丘朕の平坦部を残したものと 思われる。 半田川・貞光川・穴吹川およ

び川田川等の吉野川支流は，

平野は，

この山地に源を発して北に流れる必従河川である。

阿讃山脈は吉野川の南岸の山岳地帯と同様に，

て，

第四紀以後に隆起した山地でご，っ

濯卿こは東西に走る直線朕の見事芯断府崖が形成されている。この断府崖は西側

徳島縣三好郡翌間町附近！こ断脊面をよ く現わしているし，の葬平図幅内で，

縣阿波郡土成村附近においても 9

きた徳島

断肝線は金荷谷に沿つて走 り，

．以下の丘陵池は1つの断）付地塊でおつて，

われ，複維な谷形を示している。 地質学的iこ見ても金荷谷附近では，岩石の走向 ・傾

附近で;;_,

やや複維な蘭ll賑浙窟崖として現われている。土成村

これと吉野川平野との間の高度約 300m 

ケルンバッド ・ケルンコルの地形がよ く現

斜がともに著しく乱れ， 変動のあつたことを示している。

阿讃山脈は西の昧平図幅から この肉幅を横切つて東に延び，撫養附近て海中：こ没す

るが，西方が高く東方が低い。西部の竜王山附近では標高 1,000m に逹し，中部て;;:

750m, 東部では 450m 内外である。しから山頂はほとんど同じ平面内に並んでいて

準平原面が東方に傾いたこと を暗示していろ。その間にやや突起した諸峯ぱこの準平

原の侵蝕残丘と見ることができて，現在こ の準平原は中位の起伏をもつた）it年山地：：：

なつており ，高度S00-600mの小起伏面の存在によつて特徴づけられている。 地肝

が南東に傾斜しているために，北西の斜面は傾斜が急であり ，南東の斜面は傾斜ジ著

その上部には山麗面として山頂（こしく緩い。この綬い侵蝕而は山椀階の性質を示し，

いたる急斜而なみろ場合が多い。
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このような地形的特徴は西部に著しく 現われ， 東部ではやや不明瞭である。また阿

讃山脈から南に流れて吉野川に入る諸支流や小谷の口には，いずれも小規模な扇朕地

が形成されている。 流下する水は扇朕地の頂部を流れるために河床は高く，従つて少

足の増水にも洪水の災害をおよぼしている。

阿殴山脈の北麓には和泉砂岩統の基底に近い黒色頁岩摺が分布し，そのために山貌

は緩 く，傾斜もまた緩慢になる。この傾斜の緩くなる地帯は 東西方向に直線朕に走

るので， 一見断肝崖のやうに見えるが，これは岩質の変化によるものと考えられる。

阿讃山脈の北側は花箇閃絲岩類から成つている丘陵性の山地で，侵蝕は進み老年期

こ近い山貌を呈している。 花個閃絲岩上に噴出岩が存在する場合には 特徴的な小丘

の火山地形を呈している。 丘陵地の間を流れる小さぃ流れは， 山地から流下した漢流

の延長であり ，その浩岸には河成段丘を残し，また扇欣地を形成している。これ等の

段丘と吉野川流域に見られる段丘との時代的な関係は，古生物学的見地からは不明で

あるが，楷成している物質は非常に類似している。

海岸地幣の沖積平野は大部分が侵蝕平野であるが，白鳥本町附近の平野は海湾が埋

設 した平野と思われる。 平野の海岸には各所に低い沙丘が発逹するが， いずれも極め

て小規模である。 ・

III. 地質

III. 1 概 説

脇町図幅のほぼ中央部を吉野川に沿つて中央楷造線が東西に走り，いわゆる西南日

本内帯と外帯とにわけている。 内帯は和泉砂岩地帯（阿讃山脈地帯）とその北部に分布

している花梅閃絲岩地帯にわけられ，外帯はそのほとんど全部が結晶片岩類で 楷成さ

れている。

この地域で最も古い岩石はいわゆる外帯の結晶‘片岩類であつて， 新居浜図幅で三披

川統として記載されたものの東方への連続である。 従来この結晶片岩類は三波川系ま

たは三波川統 と して，大崩壊 • 別子の両統にわけられていたが， この図幅では結晶片

岩類を主とした変成岩類を一括して三波川変成岩類と呼ぶ。この岩石の源岩の時代は

現在の所明らかでないが，一般に古生層の変成相を主とするものと 考えられている。
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岩石の種類は絲色片岩•黒色片岩を主 と し，絲色千枚岩 •黒色千枚岩 •石英質の 片岩類 ・

片朕砂岩・蛇紋岩等を少品伴つているo 一般に東西方向に近•い 片理を持ち， 背斜樅造

あるいは向斜褥造がみられる。 原岩の肘理と片理は大部分の地域で一致しているよう

！こ鍛寮され， 両者が斜交する個所は局部的であるから，全体的の栴造は片理面によつ

て明らかにされる。

三波）ll変成岩類は， 中央梢造線によつて上部白座紀の和泉砂岩統と界している。和

泉砂岩統ぱ和泉・淡路等におけるものと 岩質は同じで，礫岩·砂岩•頁岩を主 とし， 花

尚質砂岩・擬灰岩・珪化作用を受けた砂岩・頁岩等を含んでいる。その基底から等斜栴

造で甚しい擾乱を見せずに累肝するが，西部では 1向斜が認められる。 向斜の南側，

吉野川に近い部分は断摺によつて甚しい擾乱を受け，層序も描造も明らかでない。東

部では向斜軸は東北東方向の逆断府1こよつて切られ， 南部の擾乱帯に移つている。東

部においても擾乱帯の恩序・梱造は明らかでない。

花尚閃緑岩類は和泉砂岩統によつて不整合；こ被覆され，上部白褒紀以前に買入を完

了したものである。 岩質から見ると 領家変成岩帯に属し， そのうちの 新期の角閃石—

黒雲母花糊閃絲岩質のものが多い。 局部的には黒雲母花焼閃緑岩や黒雲母花悔岩が乞

り，半花糊岩を伴い，さらに捕痰岩的芯性質を持 つた塩甚性火成岩；文象斑岩があり ，

また場所によつては破悴作）jj・鉱化作用を受けたと思われる岩石も存在する。

， 白誕紀以後の火山活動の結果として，和泉砂岩統のなかや， 花尚閃絲岩類のなか：こ

噴出した火山岩類を小規模ながら見ろことができる。これらの火山岩類は二上火山帯

に属するものであろう。

洪秩層は新l日の2層にわかれ，吉野川流域ならびに北部の海岸地帯に段丘として存

し，古洪積府は 100m を越える山地に分布する。 新洪積層は海岸および吉野川沼岸

！こ分布し，高距100m 以下のF昔段朕段丘を形成している。

現l闘知海岸および吉野川流域に沖稜平野を作つている。

三波川変成岩類および和泉砂岩統D柱朕図を概念的に次に掲げる。
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III. 2 各 eei'-
rvt 

UI. 2. 1 三波川変成岩類および蛇紋岩

三波川変成岩類は， ほぼ東西方向の一般的片理を持つた結晶片岩で構成されてい

声この結晶片岩類は見掛け上， 下部か•ら上部：こ向つて次のようにわける こ とができ

る。この分暦の拠り所に，片理面：こおける観察にシとづくものであるが，原岩の府理

と 片理面← が全体として一致し•ている こ とは節こ述べた。

上部 E.緑色片岩と黒色片岩との互腔

t D. 絲色片岩

C. 〈黒色片岩こ黒色千枚岩
絲色片岩と絲色千枚岩

B. 黒色千枚岩

下部 A.片朕砂岩

各暦の多くは各種の岩石の互層であり ，またその府厚も一定していないので，以上

の分暦は主要な 岩種1こよつて行つたのであつて，地質図1こ黒色片岩 ・絲色片岩と分府

したなかt二も互暦する所や移化しあう 所も多いのである。 これはこの変成岩類の原岩

が，各種の水成岩 ・擬灰岩のような火山噴出物を主要な揺成岩石とし， それらが互府

しあつていたこ と， さらにまたそれらのほかに，岩床朕のまたは岩株朕の塩基性火成
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岩体が存在したこ とを考えると，当然のことであろう。塩基性火成岩が存在したこ と

は， 麻植郡高越鉱山の南方に小範囲に分布するやや塊朕の絲色岩や，郷山図幅地内の

名西郡上分上山村樫平西方の道路にみられる緑色岩中に，火成岩の組線を残すものや，

石英片岩質の岩石を捕獲岩の形で含有するものもある こと等でほぽ確実であるが， し

かしその貨入の時期については多くの問題があり， 未だ解明室れていない。和食図幅

、地内から和歌山縣東部に広く分布しているいわゆる餌『祁牟系の変成度の低い緑色片岩

をみると，そのほとんど全部が片理面（この片理面は，その絲色片岩の上下に存在し

ている黒色片岩の片理 と平行で， • 黒色片岩の部分では原岩の暦理と一致していると考

えられるが）に平行に長く辿続して存在しているが， 僅かながら，片理の明瞭でない

レンズ朕の緑色岩体も見られ， その周辺部は1部がまわりの黒色片岩のもつ 片理と斜

交しているよ うにみえる。 このような事実と銃下にみられる事実等から，現在この地

域にみられる緑色片岩のほとんど大部分は，凝灰質の岩石と水成岩の暦理にほぽ平行

に貨入した塩甚性火成岩岩床であつて，岩株朕に貰入した塩基性火成岩体は，未だ片

朕な呈することな く大体塊朕を呈し，片朕になつたとしてもその程度は低いと考えら

れる。 三波川変成岩類は御荷鉾系よりも全体としては再結晶作用が進み，含有されて

いる鉱物の種類からみても変成作用は進んだ傾向にあるが，岩株状に貫入した塩基性

火成岩にだけ原岩の組緻の名残りがみられる。

この地域の岩石を荊II分すると，次の通りである。

E 
｛ 絲色片岩{~ 瓢翡翻瓢翫累虹片岩

黒色片岩{b石黙—絹懲既曹長石ー石英片岩
a 紅巌石ー和雲母ー石英片岩

r 疇石繍雲母—藍閃石片岩
D 緑色片岩 b 紅簾石—絹雲母—石英片岩

a 腸起石灘簾石—絲泥石—曹長石片岩

｛費喜謡i~ 攣閏予墾虎~-石英片岩
C 
絲色片岩{b 陽起石—曹長石片岩および千枚岩
絲色千枚岩 a 陽起石哨俵泥石—絲簾石—曹長石片岩

B 黒色千枚岩

A 片朕砂岩
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A・ 片朕砂岩

片朕砂岩は背斜構造の底部において，上部の厚い黒色千枚岩附に被覆されて緩頼斜

で露出するか， または海陪として黒色千枚岩中に介在する。 東部の名東郡上八万村赤

坂のJI!床の小露出は前者に属し，僅かに南に傾斜して，東西の方向に細長く露出する。

名西郡阿野村本名附近の鮎喰JIIJII床にも，同粽な朕態で露出する。 名東郡佐那河内村

尾境附近fこ露出するものは後者の例であつて，数腔の薄暦をなし，前2者に比べて片理

の方向への近続性が強い。南東隅の断府によつて囲まれた地域のものも，後者に属す

るものである。 西半部では背斜樅造が南方に移動するために，医幅内には露出せず，

南隣剣山宮幅のなかに広く分布 1)している。

片朕砂岩と黒色千枚岩恩との境界は明瞭1こ捺される場合もおり ， また岩質的に両者

の中間の"-,のがみられる場合もある。

岩石は灰白色ない し暗灰色で，硬砂岩I•こ類似し，片理の発達は著しくない。 石英 6

曹長石の砕残擬斑晶が存在し，石英脈が発逹 してい る。 主成分鉱物は石英 ・ 曹長石 •

絹雲母で，副成分鉱物として 黒色炭質物 • 黒雲母 ・ 燐灰石 ・・ 絲簾石 ・ 褐簾石・即石等

？，，含有している。辟残擬斑晶は石英 ・曹長石を主とするが， 普通輝石の悴残擬斑晶を

持つ場合がある。 これ等は片理の方向にやや延長配列し，その間は石英 ・曹長石の紺

粒で充揖され， それ等の間に存在する 副成分鉱物は片理の方向に配列する ことが多

い。 石英以外の斑晶中には包褒物が多く， あるものは絹雲田化作用 ・高陵士化作用な

受けて汚濁している。石英は波朕消光が著しいが，脈朕石英は被朕消光をする ことが

なく，細長い形を呈している。

B 黒 色千枚岩

片朕砂岩層の上部に存在する厚暦で，南部に多く 見られる。 上部の緑色千枚岩 ・絲

色片岩 • 黒色片岩 • 黒色千枚岩帯とは，両者が孔ぽい互腔となつて移化する。 移化す芯

部分の厚さは50=内外の場合もあるが，数 m におよぶ場合もみられる。前者は美

馬郡口山村丸山西方の場合であり ，後者は麻椛郡中枝村宗田附近がその例である。本

岩石中には絲色の千枚岩質の薄府や，絹雲母—石英片岩の湘府を挟有してい る 。 前者

1). e; 山岡幅内の麻植邪端山村宮平附近の貞光/11/11床には，片理と用理の斜交する片；伏砂店吊．．ヽ露出

してじる。
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の成分鉱物冴毅都で識別に困雑であるが，絲泥石 ・阻起石を主とし，後者は時に石英片

岩に移化し，絹雲母が片理を撒成する主要鉱物であり ，光沢の強い岩石を作つている。

熱色千枚岩は細かい摺曲をして数 mm の間隔の偽剪開 (falsecleavage) が見られ

る。また数 cm内外のレソス冽犬の右英脈または層朕の石英脈が発逹している。黒色～

暇灰色の岩石で，絹雲母光沢を持つている。石英・絹雲母 • 石墨腺の黒色物等が主成

分鉱物として見られ， 少品の燐灰石 ・緑簾石 ・絲泥石・斜勘簾石 ・方解石 ・栂石等、こ’

含んでいる。

c 緑色片岩 ・ 絲色千枚岩 • 黒色片岩および黒色千枚岩

黒色千枚岩層の上部に緑色片岩・緑色千枚岩を主体として分布する。主体の絲色片

岩虞暉租石を多巌に含み，黄絲色を呈し， また黄絲色の條線を作つているのが特長で

あり，点紋は見られない。 この岩石の下部に下の黒色千枚岩との互暦帯であって，黙

色千枚岩と絲色千枚岩とを含んでいる。絲色片岩の上部には，黒色片岩（時に千枚岩

質の部分をはさむ） があつて，高越山南側からほぽ西の方へ美馬郡牛田町南方まで迪

続するが，東部においては見られない。 絲色片岩の近く ではやや千枚岩質の 所が多

く，上部では徽細な点紋を持つようになつて，上部E帯の黒色片岩と類似の岩摺と

なる。このすぐ上のD帯の緑色片岩との党界は，場所によつて凪つて 一定しないが，

大体において漸移する領向が強い。ただし石英片岩がくる船合には 互肝は 見られ委

い。

岩質は肉眼的には類似して細分は困難でおるが，鍛下における鉱物組合わせから

ぱ，次の種類iこわけることができる。

絲色片岩・緑色千枚岩

a) 陽起石—絲泥石—絲簾石ー曹長石片岩

茨絲色～草絲色を呈し，時にやや濃い緑色の部分が縞朕に互貯している。絲簾石 ・

絲泥石 ..陽起石 ・曹長石を主成分鉱物と し，石英 ・絹雲母 ・白チタン鉱等を副成分と

する。 緑色の比較的濃色部は絲泥石 ，陽起石で特徹づけられ，やや淡色の部分は絲簾

石 ・絲泥石を主とし， さらに白色に近い縞朕部は曹長石の巌が多い。これらの有色鉱

物は片理の方向に幣朕に集合している。名西郡鬼簡野村桐野附近のように， 藍閃石む

含むことがある。絲簾石は短柱朕または細粒をなし，時に累帯構造を示している。周



，
 

石に変じ，

辺部は複屈折が高く ．鉄分1こ富む結晶ておろ。 角閃石は半自形で内部は細片朕の陽起

また外輪部も腸起石に変化しているらのが多い。曹長石は不規則な円形な

示し，片理の方向にやや延長し， かつアルバイト双晶をなし，点紋となつているこ と

はない。 陽起石は片理面内に並ぶ主要な鉱物成分の1つで 通常敦維朕であるが，角

角閃石から変化した と思われるものは，短柱朕または不閃石の周辺部にあるものや，

規則な板朕をしている。 絲泥石も片理面：こ配列された主要素の 1つで，細かい戦維朕

J・ ロ .>--,.,: ヨ j -.>o 

b) 陽起石—曹長石片岩

この岩石は上の陽起石卦絲泥石哨俵簾石ー班長石片岩中：二池府としておるか，または黒

色片岩と細かい互府をして発逹する。 暗絲色の岩石で，陽起石が綾維朕に片理の方向

にならび， 晋長石が粒朕にその間を満している。副成分鉱物は絲簾石・絲泥石 •石英等

である。

黒色片岩•黒色千枚岩

方解石ースティルプ ノメ・レ ン —石英片岩 ．a) 

陽起石哨般泥石—絲簾石—曹長石片岩中に幅 Im 以下の薄府としてある。黒色の縞朕

を呈し，風化すれば茶褐色 となる。絲色片岩と互府して石英脈tこ貰かれている場合も

ある。石英・方解石 • スティルプノメレ ン•絲泥石を主成分とし，絲簾石・憐灰石 ・ 曹長

石を副成分鉱物とする。 スティ ルプノメレンはフィルム朕を呈し，不規則に分布す

る。 方解石は石英と 同様に自形を呈せず，方解石脈として片理を切つている場合が多

し、

b゚) 黒色片岩および黒色千枚岩

既述の黒色千枚岩と同質の岩石であろ．う
． 

｝音jll):_, l)は親かい晋長石の点紋む持つ

色片岩は見られず，

ている場合がある。高越山南側のシのがそれであろ， 東部てはこの府位的位置には黒

絲色片岩は上位DJ)絲色片岩！こ漸移する。

D
 

絲 色 片 岩

C幣の諸岩石に潮移的な閑係で緑色片岩叫厚府が支うわれる。

絲色片岩でできていて黒色片岩を混えないか，また混えて ら極めて少足の湖層として

である。 上部Eの互層帯と・:ま漸移して明瞭な境界はなく ，地質図でも黒色片岩の混入

この岩石はほと んど
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してく る下限と思われる所を， 両者の接界としたに過ぎない。すなわちこのD帯は，

下部C帯の黒色片岩と漸移して，途に絲色片岩ばかりになるのであるが，介在する 1

｝面の紅簾石—石英片岩を度とし七， やや粟なる岩質を持つ 2部分にわかれている。す―

なわちその紅簾石—石英片岩肝の下部は藍閃石が多く含まれ，特徹のある色彩を持つて

い る部分が多い。 藍閃石はその紅簾石—石英片岩に近い比較的上部の 所に多く ， 下部・

には少なくなる。また藍閃石は図幅の中央部から東部にかけて多く， 西半部では目立

たなくなり， 地質団では西半部においても 2部分にわけてあるが， 2部分の差別は明

らかでない。点紋はこのD帯の下部では徽紬で巌的にも少ないが， 上部に行くに従つ

て中粒となり，慨的こも増加する。 この地方の含銅疏化鉄鉱床は，ほとんど全部この

地附中に存在するようである。

a) 隔起石—絲策石←絲泥石渭『長石片岩

D帯のうちで最も広く分布する岩石である。 下部では点紋が小さく， かつ小形であ

ろが，上部に行く に従つて大形になる。 中央から東半部では藍閃石を含み，岩質が変

化している。黄絲色または絲色の岩石で， 主成分鉱物は絲泥石・絲簾石•四長石であ

り，副成分鉱物としては陽起石 ・絹雲母 ・楯石 ・燐灰石 ・方解石等がある。曹長石は

0.2-0.Smmの点紋を形成し，楕円形を呈するものが多い。 包裂物として絲簾石 ・

楯石 • 陽起石を持ち，石英を含む場合もある。 配列は直線的である場合が多いが， 時

に曲線を画き， 点紋の回韓した形跡を残す場合も認められる。 曹長石中には残晶と思

れわるものも存在するが，その朕態は前記の諸岩石の場合ほど明瞭でない。 絲泥石は

主として点紋の間を充揖し，絲泥石は包襄物としてあらわれるほか，石基中にもやや

大形の結晶が見られる。 粒朕または短柱朕の結晶で複屈折の高いものが多く， 包褒物

としt存在するものは斜談簾石に近い性質のものが多い。絹雲母は絲泥石とと もに石

甚中にあつて， 片理構造を猜成する主要な鉱物である。

この岩石中には昭絲色， 塊朕で片理の見られない岩石もあ り，麻植郡三山村楠根地

奥野井問， 怜よび同村西野峯西北に小規模に露出する。 こ の岩石は含柘楷石—絲泥石—

絲簾石—角閃石片岩ともいう べき性質の岩石である。

周辺の岩石が晋長石の点紋によつて特徴づけられているのにもかかわらず， この塊

状の岩石には点紋がみられない。 肉眼的な特徴は柘梱石の1mm内外の斑晶が見られ

ることである。 主成分鉱物は陽起石・絲泥石・緑簾石であつて， 副成分鉱物は斜勁簾石
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.. 柘摺石・数簾石 ・楯石 • 石英磁鉄鉱などでおる。 柘梱石は飾朕の結晶で， 石英粒にと

りかこまれ，斜製簾石は小さい自形結晶 として産する。

b) 紅簾石—絹雲母—石英片岩

紅色の珪質岩でD帯中に2府見られ，数lOcniから 10数 m の雁厚をもつて 東西

方向に述続して露出する。 紅簾石を失つて石英片岩に移化する場合もあり，また時：こ

藍閃石を含有する場合もある。 紅簾石・絹雲母 • 石英を主成分 とし， 無色角閃石 ・チ

クソ鉄鉱 ・ 燐灰石•黒雲母橡鉱物 ・ 赤鉄鉱・柘梱石 ・ 絲簾石を伴つている。 紅簾石・

チクン鉄鉱の多い部分と，石英・絹雲母を主とする部分とによつて，縞朕を呈するこ

とが多い。紅簾石は長柱朕を呈し，片理の方向にならび，時に集合体を作つている。

石英は片理の方向に廷長して配列する。 柘楷石は小粒で片理に平行して線朕にならび

自形を保つているものが多い。時に赤鉄鉱および方解石をやや多巌に含有するものが

ある。

c) 絲簾石—絹雲母—藍閃石片岩

本岩は暗絲浪紺宵色で紅簾石を含有する石英片岩府の附近に多く産する。 中央部の

麻植郡三山村高越鉱山附近には 広く分布する、う：，同郡東山村鉱山附近•同郡阿野村 ・

持部 ・折木 ・倉目附近等の露出地にぢいては薄府をなしている。 さらに東方名東郡加

茂名町大浦附近から，束糾徳島医幅地『']0徳島市眉山附近にかけては， やや厚い府と

して分布している。藍閃石 ・緑簾石 ・曹長石を主成分とし，絹雲母• 石英・磁鉄鉱 ・

チタン鉄鉱 • 金紅石・柘楷石・楯石等を副成分とする。藍閃石は 0.4-1.2 mmの柱

朕結晶である。 ・

E 緑色片岩 と黒 色 片 岩と の 互屑

図幅内にあらわれる結晶片岩の見掛け上の最上位に，位置的には主として吉野川沿

岸iこ， すなわち結晶片岩分布区域の北部に帯朕に分布するが，中央の高越鉱山附近で

は向斜栂造のために，特種な，帯状でない形態をとつてあらわれる。この地府ば従来

は別子府の上部と考えられていた部分であつて，緑色片岩 • 黒色片岩とも大形の点紋

で特徴づけられている岩石である。両者は数 m-数 !Omの箪位暦からなる互府を芯

•して分布する。 両種の岩石が接する附近は細がい互府と なる場合が多く， 明瞭に両者
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が採する所は少ない。

渠 色片岩

a) 紅簾石—絹雲母ー石英片岩

黒色片岩中に多く存在すろからこ，`こに記述するが，緑色片岩中にも見られる。涸陪

またはレンズ朕に挟有され，下部のD帯のものに比べて連続性が少ない。 主要な露出

地は麻植郡三山村楠根地の東方，同村紙漉南方等で主，、こ。 岩質はD帯のものと ほと ん

ど同様である。

b) 石墨—絹雲母—曹長石—石英片岩

絲色片岩とやや細かく互暦して露出する。 曹長石の点紋と，時に含まれる径 1mm

内外の柘楷石の斑晶とで特徽づけられろ。 露出地は三山村楠根地附近である。主成分

鉱物は石英 ・ 絹雲母・曹長石• 石墨も燐灰石 · 絲泥石 ・ 絲簾石 ・ 斜勘簾石 ・ 方解

石 ・ 柘梱石が副成分鉱物で•ある。 点紋曹長石は 0.5-2rnrn の眼球朕または レンズ朕

で，石墨 • 石英 ・柘楷石等を包褒している。 包褒物として塵埃朕の黒色物が 線朕にな

つていることがあり ， その場合には小さな摺曲朕の模襟を描き，1種のヘリサイト構

造を思わせる。 点紋の周囲は絹雲母 • 石英等で取 り 囲 まれていることが多い。 絹雲母

は0.1mm丙外の様維朕の結晶て，配列方向は岩石の片理の方向を示している。柘梱

石iま徴斜IIな結晶をしている ことが多いが，1部でば1m m内外の斑晶となつて散在す

0 o 

絲色片岩

a) 曹長石—絲簾石—角閃石片岩

岩石としてはやや塊朕で絲色～暗緑色を呈するが，産出朕態は府朕てある。 主成分

鉱物は角閃石 ・絲簾石 ・斜拗策石であつて，、角閃石は半自形の結晶で陽起石に変化し

ている部分があるが，中心部は絲褐色で，周辺部は絲色である。斜拗簾石は粒朕また

は短柱朕である。桐石 ・絲泥石が少蔑存する。

b) 陽起石—絲簾石—絲泥石—曹長石片岩

E幣の最も主要な岩石で分布も一番広い。D帯のもの と甚だ似ていて 岩質的に差屎

はないが， 点紋の大きさがことなり， 本岩石のものははるかに大形である。 点紋は岩

石全体に一楳に分布すること もあるが，時に片理に沿つた幅 10数 mmの統朕の集合
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部を形成し， その場合岩石の 80-90%を点紋が占めること もある。 成分鉱物とその

おのおのの性質はD帯のものと 同採である。

蛇紋岩

蛇紋岩は肱植郡森山村附近と，名東郡阪府町内御田附近に小さい岩株として 露出す

?fとか，麻植郡東山村地内に轄石と して見られる。 ほと んど葉片朕の蛇紋石のみから

なつているが，時に鉄鉱の細粒を含むことがある。

三波川変成岩類の地域を地質構造上から概綾すれば， この地域は東西方向の片理を

持つた累府で，南部に背斜を，北部に向斜を持つ波朕摺曲が，梢造の基本となつてい

ろと見ること がてきる。摺曲構造の典型的なのは，図の中央部， やや東よりの地域に

見ちれ，ここでは背斜の軸は， 図幅南緑の名西郡阿野村本名附近を東西に走 り，吉野

川に近い北部すなわち川島町南方附近に東西方向の1向斜があつて， その柚で上記の

Aから Eまでの 地府がよく観察され，陪序的に見た結晶片岩地域の標式とみろことが

できる。 以上のような帯造は， これと斜交する断層で少しづつ韓位してはいるが，さ

．らに東方に延長 し，名西郡阿野村馬地 ・ 大地 • 西竜王山附近を通る背斜軸， さらにそ

の東部では，入田村赤阪附近にあらわれているほとんと'.水平な片朕砂岩罹で 代表され

• ろ背斜， および固幅最東部の國府町附近の同様な構造としてあらわれ， さらに東隣徳

島図幅内に延びて，徳島市眉山附近におよんでいる。．図幅南東部の名東郡上八万村附

近の地塊中，同村大里に露出する片｝伏砂岩府は，前記の背斜が北東ー南西の断層によ

つて繰返されたものの 1部と思われゐが，その囲りの黒色千枚岩府は細かい摺曲を示

していて，背斜搭造は必ずしも明瞭ではない。

図幅南東部の佐那河内村大久保から二秀峯におよぷ地域， 同じく鬼稲野村猪頭から

南西の一坂におよ ぶ地域， その北東にある 佐那河内村谷叉附近の黒色片岩•黒色千枚

岩からなる地域は層序的にみると，Aの片朕砂岩よ りもさらに 下部のものであるとの

疑い•があるが， この地域は断府にかこまれているために層序関係が不明であり ，東隣

の饒島図幅においても構造的に解明ができないために，ここには一應Aの上部の黒色

片岩地帯， すなわちBと記載してあるが，将来南隣和食図幅からさらに 精細に調査ず

ることが型ましい。

図幅地西半部の穴吹川附近以西の地域では背斜軸は南隣の剌山区幅中にあつて，2)

その北翼だけが分布する。また上部の向斜梢造は貞光町の北東に見られるが，地層に

ー
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扱乱し，あま り判然としたものではない。穴吹川から高越山におよぷ地域では， 走向

が北返一南東に変じているが，前記の糀造の続きである。図幅中央部， すなわち麻植

郡三山村・ 中枝村附近は他と栴造を異にし，三山村高越 • 久宗両鉱山附近iこ 見られる

ように，この附近には上部の絲色片岩肝が向斜帯造をしてあらわれていて，含銅硫化鉄

鉱床はこの部分に胚胎している。 基本形態では吉野川泊いに走る北部の向斜梱造が，

この部分では南方に移動して， かつゆるくわん曲した向斜構造としてあらわれたもの

であろう。 商越および久宗の鉱床の東方に当る東山 ・広石・持部等の鉱床でも，`坑内

では同駿な向斜があらわれ， この地帯は現在高越•久宗地帯よりやや北よりであるが，

元来は同一地帯でおつたものと考えられる。

断肝中で最も古いと思われるものは， 背斜の南翼を絲色片岩罹のほぽ南限に沿つて． 
走る走向断層であつて，図幅内では南東部のみに認められる。 この走向断層は比較的

綾い傾斜で北に傾いている。 背斜構造の南北両翼においての岩石の分布は， その断府

のために非対称となつて，北笈では下部の黒色千枚岩罹から上部の緑色片岩まで逐次

連続してあらわれるが，南翼では中部の緑色片岩までが分布し， それ以南では上部の

緑色片岩帯を欠いて，下部の黒色千枚岩が小摺曲を持つた厚腔として粒返している。

図幅南東隅の佐那河内村に絲色片岩が2貯分布しているが， これもこの走向断府によ

つて繰返した ものであろう。 •入田村茄原北方芍通る走向断府は，上部の緑邑片岩を切

つてはいるが，これも前記の走向断雁とその揆を一にする ものと考えられる。 この断

府によつて，絲色片岩中の含銅i流化鉄鉱床を胚胎する部分が失われたために， この附

近の地塊では鉱床が見られないのであろう。

走向に斜交する断歴は南東ー北西の方向の も のと， 北東—南西のものとの2 系統が見

られる。 この 2系統のものが交わる場合には，前者は多くの場合後者によつて切られ

ている。南東―北西方向の断暦は図幅東半部に多くみられ，これによつて背斜楷造を呈

する岩石は 西側の落ちた階段構造を示し，従つて含銅硫化鉄鉱床を含む地帯も高越

サ久宗， 東山—広石—持部，折木—倉目地区に分れて少しづつ北方に韓位し ， 遂に悶幅外

の船島市眉山附近の露頭に続く のである。 これ等の断陪のなかで， 川田山の河岸に見

られるものはD帯の岩石中を走るために，露頭のみでの観察では明瞭でないが，含銅

2) 背斜軸It貞光町の南方では，邸山図幅中の癸馬郡堪山村宮平附近を，その東方穴吹Jljpf/近で1もさ
らに)'ii方にずれて同祁古i;r村古宮附近を，それぞれ東西に走つている。

・, 
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硫化鉄鉱体の朕態を考えれば，南西側の落ちた断脩と解釈するのが最 も妥当であろ

ぅ。南西―北東方向の断府は西半部に多く 見られ， これ等は正断府と思われる もので

あつて，その多くは地摺の水平分布に1,000m 内外のずれを起しているが，川田町

から高越山南側を通過して西方に延びる ものは， 図幅中央の梢造の異なる部分を形成

したやや 大規模なもの と考えられる。南東隅の鬼筋野村から上八万村におよぶ断暦

は， 鬼梱野村猪の頭の道路傍で見られるよ うに， 北西から押上げた逆断府で低角度の

ものである。

III. 2. 2 花尚閃緑、岩類

花渦閃絲岩類は北部に広く分布すら。 和泉砂岩暦{こよつて不盤合に被われるが，不

整合面は引田町附近から五名村を経てf-分所村附近まで，ほ とんど直線朕に東北東方向

に延び， 引田町城山・翼山・稿栄村端・多和村力石 •塩之江村塩之江附近1こ露頑として椴

察できる。またこの岩類は二上火山帯：こ屈する若い火山岩類に貫入されている。 以上

の亭実から，この花向閃絲岩類が，上部白墜紀以前の貰入岩体であることは明らかで

あるが，それ以外にこの岩体の貫入の時代を決定しうる地質学的確証は得られない。

花晩閃絲岩類は，全地域にわたつてほとんど一橡な岩相を示す角閃石黒雲母花侮閃

緑岩であつて，その1部，すなわち北部の富田村から川東村におよぶ地帯や塩之江村

南部附近では， 破悴作用を受けて災たる岩相であるかの朕態左示し，また引田町北方

の海岸；こに，角閃石を含まない黒雲母花腕閃絲岩があらわれる。また局部的には租Di粒

の熱雲母花櫛岩 （塩之江村岩部 • 田中村小袈附近江みられるもの）や半花艇岩が分布

すろ。なお花悔松j緑岩地域には岩脈朕I'こ塩基性火成岩類と，それに伴 ういわゆる文象

斑岩とが見られる。

花侮似j絲岩類はその大部分が風化作用な甚だしく 受けて， 北部J_;丘陵地ではその作

用が花尚閃緑岩塊の相当深部にまでおよんでいる。 従つて岩石の新鮮なものの見られ

るの：,-:;_, 香東川の川床， 多和村力石から船石を経て長尾町に通ずる縣道等である。 ・

角閃石—黒雲母花尚閃絲岩 ・

粗粒，灰白色の岩石で一般iこは均質であるが，多和村から長尾町への縣道1こ露出す

る部分では，斑朕の部分が見られる。 斜長石 •石英・徴斜長石 • 黒雲母 ・角閃石を主成

分とし， 燐灰石 ・風信子鉱 ・磁鉄鉱 ・褐策石 ・・絲泥石 ・楯石等を副成分鉱物とする。
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．
 

斜長石は灰曹長石または中性長石｛こ屈し，2-3I¥)ffi の半自形結晶であるが，卓朕ク

結晶も見られる。主としてアルバイト双晶を示し，・カールスバッド双晶は少なく ，累

帯麟iま著し く ない。絹雲母化作用 • 高陵土化作用を受け， 全体にわたり 2次的変化

を受けていること が多い。 徽斜長石は2mm内外の結晶で，他の鉱物の間隙をう :6-::

いる。 特有の格子梱造を示し，斜長石の徴恭Iiiな結晶を包褒する。斜長石と徴斜長石と

の接する部分には， ミルメカイトを形成している。石英は他の鉱物の間隙充揖物と'..,

て産し，鹿埃朕物質と多数包褒するが，包爽物は時に線朕に配列し，波朕消光が著し

い。 疇恥板応の結晶で，時に絲泥石に変化している。 小片が多数集合して斜長石

の小結晶と共存する こともある。屈折率は高く， (r=l.672-1.678), X=淡黄色，

Y=Z=黒褐色，X<Y=Z, の澳,;ヽ多色性を持つている。角閃石 (r=l.703士）は他

形の結晶が多 く，黄緑色または絲色の種類である。

角閃石—黒雲母花湖閃緑岩の特種な岩相 と 思われるも のに， 黒雲母花桐閃絲岩と呼

ぶべきものがある。これは引田町北方の海岸に露出するのであるが， これと主体をな

している角閃石—黒雲母花湖閃絲岩との直接の関係は，漸移するように椴察されろので

あるが， 岩石の風化が甚しく ，判然としない。この岩石中には黒衷母が署しく集合し

て熱色帯を作り， 甚だ不均一え；岩質を示している。こ こでは黒雲母に宮む黙色帯と，

白色の珪長質部とが幅70cm内外の縞朕な呈し，このよ うな縞朕の岩相は30m以上

におよび，この岩相をとりまく 周囲;')岩石は，一般に著しく 黒色の不均一た部分な持

つている。狗眼的には粗粒ないし中粒で花梅岩質を示し，円形あるいはレンズ朕 v冴捕

獲岩 が 比較的多い。餃下では斜長石 • 石英 ・ 徴斜長石 • 黒雲母を 主成分とし， 燐灰

．石 ・楯石 ・風信子鉱・磁鉄鉱・絲泥石・柘楷石等が副成分鉱物として見られる。 斜長

石は大形のものと小形のものの 2'種類があり ， ともに灰曹長石でアルバイト ・カ-;し

プ、バッド双晶をしている， 大形のものは 大き さ2-3mmで 自形ないし 半自形を呈

し，普通の花湖岩類中に見られろら Jつでおろ。小形のものは大き さ 1-2mrnで，ゃ

や粒｝伏を示すものがあるが，多 くは細長い卓朕を示す。周辺部は灰曹長石で新鮮て•お ．

るが，中央部にやや塩某性の内核を持つている。 この部分は高陵士化作用・ 絹雲母化

作用を受けて 2次的に変化していることが多い。なかには見掛け上は大形の箪ー結晶

であるが，十字ニコルで見ると数個の小結晶が不規則に結合している場合もあ：)，ニ

の編合おのおのの小さい結晶は主として中心部が塩基性で， それを とりまいて酸性刀
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斜長石が発達すら 中心の塩甚性vつ部分は不規則な形で， 2次的変化が著しく，周辺

の酸性部こ蚕食されつつある檬子を示すものがおる。微斜長石は特有の格子構造を持

ち，不規則な間隙充填物としてあるが屈的には非常に少ない。 石英は問隙充撰物で波

朕消光ぅ：強く， 徴緋iた包褒物を散在させている。 文象描造が時に見られる。 黒雲母：ニ

板朕で，また不規則な形を呈ナるものもある。 r=l.663-1.665,X=淡黄色， Y=Z=

赤褐色， X<Y=Z.この岩石中に：ま蒔に柘楷石の小結晶．ぅ：みられる。

黒雲母花閾岩

上記の花協閃緑岩のなかに極めて小部分ではあるが，やや半花摘岩質な細粒の黒雲

母花描岩ぶおろ。 粉所村仲和田 ・ 相津南東 • 塩之江村岩部 • 田中村小裁南方 ・多和村

賭石 • 石田村小倉西方 ・ 引田町安戸池北方等に露出す‘るものであ り ， 上記の主体をな

す花尚閃絲岩体と判然とした箆界で接していて，両者が漸移する関係は認められぬよ

うであ応 肉眼的には細粒，均ーな花尚岩質の岩石であるが，露出地のいずれでも風

化してい、ることが多く． 岩質の変化について詳細な観察ができない。 斜長石 • 石英 ・

黒雲母 ・徴斜長石を主とし，燐灰石 ・風信子鉱・褐策石・絲泥石 ・楯石等を副成分と

して持つている。斜長石は1-2mmの大き さで自形ないし半自形を示すものが多い。

灰曹長石または中性長石で累帯梱造が著しい。結晶の中心部は塩基性で，絹雲母化作

用ないし高陵土化作用を受けて変化している場合が多いが，変化した部分の形も卓状

を示していることが多い。 微斜長石は常iこ間隙充揖物で格子梱造を示し，ポイキリテ

ィック ：こほつた場合もある。石英も間隙をうめて産する。 •黒雲母は大きなもので 1. 5

mmで板朕結晶であるが，屈的な変化があつて，部分的には半花髄岩のよ うに減少す

る。7=1.657ー1.662,X=淡黄色，Y=Z=淡褐色時1こ赤褐色。 X<Y=Z

以上の花悔閃絲岩類は北西部の由佐村附近から東方にかけて，局部的ではあるが著

しい破悴作用を受けており，鉱物は自形を失つて，花向岩質の組織も失われてい弘o

鏡下で見ると斜長石が双晶面において裂け，黒雲母 ・角閃石も歪によつて変形してい

る。 富田村附近では恐らく高陵土化作用ないしは陶土化作用のために，岩石は一見半

花摘岩質となるが， これは破悴作用 と同時に鉱化作用を受けた結果と思われ，不規則

な節理予無数に発逹している。鉱化作用を受けた部分， 例えば由佐村附近の香東川）II 

床でに，節理に沿つて幅2-4cm位帯）伏に紅色の部分を持ち，その部分には淡絲色の

・絲泥石が生じている。その他三本松町南方や引田町附近でも この朕態が著しい。 なお

．
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北牛部では，斜長石が紅色を呈している部分も各所において見られる。これらの破砕

作用および鉱化作用を受けたと思われる部分は北半部に近く， ほぼ東西の方向に分布

する傾向がある。また塩之江村南方の道路上には，鹿塩片麻岩類似の岩石が見られる

が，これは附近の小規模な栴造線1こよつて，生成された局部的なものと思われる。

牛花紺岩

糀扱 cmないし4-5mの半花箇岩が岩脈訳こ各所で 角閃石—黒雲母—花蒟閃緑岩.、
ならびに後に述べる変質師絲岩な貰いている。 肉眼的には中粒～細粒の白色岩石で，

細かい熱裳田な少足伴つている。 主成分は石英 • 正長石 ・ 斜長石で， 副成分鉱物：之謀

共母・白索母 ・燐灰石 ・風信子鉱等でおる。 石英：コ泣朕で徽細f立包褒物を含み， 徽斜

長石は格子梢海が著しい。 斜長石は灰普長石で， 半自形の柱朕結晶iたし，アルバイ

ト 双晶がみられる 。訣認屡母 • 白雲母：i紹片朕で少屁であるこ

塩甚性火成岩類および文象斑岩

図幅地内花商閃絲岩類中には，各脈こ岩脈朕：ここれらの岩石が見られるが， これら

が集合して数 100の平行に近い露出をみせているの：二大川郡引田町北方の海岸であ

る。ここでは一般走向， N 40°W傾斜40-90° 東， 幅 50cm~l0m 内外で，延長

30m以上に耳つている。これらの 岩石は成因的には，従来箪なる 岩脈または複成岩

脈と考えられていたものであるが，野外で， また鋭下に見れば，それはむしろ花I湖岩

の生成以前に紙に存在していた輝絲岩虹岩石 ・粗粒玄武岩質岩石 ・玲岩朕の岩石が，

半花腕岩質の網朕脈によつて 示されるアルカリ 物質の交代作用の下でその性質を変

ぇ，変質輝絲岩から半花曲岩質組織を持つ文象斑岩；こおよぷー迎の岩列になつたもの

である と考えられる。

その詳細については，本岩石を取扱った報告困， 地質調否所報告第 141号を参照さ

・れたい。

III. 2. 3 和泉砂岩統

本統i之上部白磁系：こ屎し， 阿讃山脈の地域な椛成している。 南側は中央構造線を閤

てて三骰川変成岩類と接しているが， この直接の関係：よ肉幅内でに，吉野川に滑つて

発達する沖む't平野こ被われて見ることがてき心い。北側：之花尚閃絲岩類を不整合に披

斑している。西部と東部では岩用がことなるが，両者の府序を示すと次の通 りである。

．
 



西 部 見掛の乳厚

E 
黒色頁岩 ・絲灰色砂岩の互府

（頁岩 •砂岩の珪化幣を含む） I 2,soo m士

D 黒色頁岩層 500 m士

C 絲灰色砂岩府 30-500m 

B 基底礫岩府 5-300m 

A 花岡質砂岩府 3ー 100m
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東 部

恥 黒色頁岩 ・絲灰色砂岩の互
府（頁岩 •砂岩の珪化帯を含む）

E1 黒色頁岩 ・緑灰色砂岩 ・殺
色凝灰岩 ・礫岩の互府（頁岩 ・
砂岩の珪化帯を含む）

D 黒色頁岩肝

C 絲灰色砂岩府

B 基底礫岩罹

A 花尚質砂岩層

和泉砂岩統は，従来花囲岩を不盤合に被 うか， または断暦で接してお り，その基底

は礫岩暦であるとされていた。 ところが脇町図幅の地域では，礫岩府の下にさら：こ花

渦質砂岩暦がある場合のおる こ：：が明らかになつた。 すなわち，姥島縣阿波郡五名村

彿川附近から多和村の力石西方，ぢよ C香 川縣綾蒋郡安原村下切北方附近には，花尚

閃絲岩類：こ由来すろ花焼質砂岩附．ぅ：， 数 TI'l時に 100m以上の厚さに存在する。 花弼

閃絲岩との度界面はほとんど直線朕であるが，上に霞なる礫岩摺の境界は不規則芯凹

凸の多いいわゆる不竪合面らしい朕態でおる。 この砂岩府は黒雲母の紬片を少厖混え

ている以外， 有色鉱物が甚だ少ない。 石英 • 長石等の細粒から成つており，石英と長

石の比率は長石が10彩内外で，石英；:: 90疹内外である。 固結の程度は弱い。 成分鉱

物は円形を幣びた粒朕のものが多い。 野外で花尚岩類が風化したものであるか，ある

いは砂岩として沈積したものであるかの区別が困難な・場合もあるが， このような場合

：こも基底に近い部分に，しばしば大き さ数 cmの半花尚岩質の岩石の円礫を含んでい

ることがある。 この砂岩暦は居理は明らかでないが，時には雲母が線状に排列して水

成岩らしい楳子を示している。 花商質砂岩府のある近く では，礫岩は存在しないか，

→し くは存在して繹胆整となつていろ傾向がある。 香川縣大川郡多和村力石附近で

： -;, 花梅質砂岩府は陶土化作用を受け灰白色となつている。

B 基 底礫岩府

下部に花侮質砂岩府が存在する場合は別として，花商閃緑岩を不賂合に被い，香Jll
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縣大川那引田町城山附近から西南西の方向に述続して， 香川縣香川郡塩之江村下田井

附近まで露出する。 層厚は 20mから300m におよぶことがあり ，膨縮が甚だしい。

途中 3カ所でほぽ南北の方向の正断屑で断たれるが，水平移動の距躍は，1,000m が

巌大であつて，容易に追跡することができる。 礫は径最大50cmの円礫で，花悔岩類が

最も多 く，粘板岩 ・チャート・ 珪岩等をも含み， 主として花焼質の砂粒で堅く膠結さ

れている。礫岩俗は東部において厚<, 西部（こおいて源く，礫の大き さも西方に向つ

て次第に小さくなる。香川縣大川郡小海村北谷の本肝中からは，Astartesp., Trigo-

nia sp. nbv. が江原奨伍に よつて記載されている。

C 絲灰色砂 岩）付

茄底礫岩肝な哨を合に被つている絲灰色の砂岩揺：ふ 京部と西部でその摺厚が異つて

いて，西部ではやや湖いが述続して露出していろ。時には頁岩 ・礫岩の部層を挟み，

摺厚は 30-500mである。本砂岩は絲灰色・勁灰色または灰白色で，細粒ないし中粒

で，石英 •長石が多 く，陶汰は余 り 進んでいない。かつて江原英伍は香川縣大川郡小海

村の北谷附近の本摺と思われる岩石中から， Astarte sp., Cucul/aca cfr. striate/la 

Mien. を報告し，また徳島縣川島町の篠原勇之Para/lelodonSachalinensis (Scmnn1・) 

に比較される もの，Lucina(Myrtea) ezoensis NAGAO, Cucullaca sp., Grammatodon 

sp. を採簗した~:;;:お香川縣大川郡禍栄村典田山北方の同府中には二枚貝な産し， 木

田郡奥鹿村戸川iこ二枚貝，同郡塩之江村下所iこは炭化した柿物化石を査する。

D 黒色頁岩 階

本暦！ま下部砂岩附を整合に被い， 約 2~000m の暦厚で東西に連続してい 0c 黒色徴

粒で摺理の判然としない泥岩質のものであり ，風化すれば細片tこ破悴し易い。本階中

にも化石が知られていて， その名称および産地ぱ次の追りで友ろ。

香川縣大川郡相生村坂元鉄路南方

Bostryclwceras awajiense (YAnE) em s .~sAr 

二枚貝 （以上篠原 勇）

微島縣阿波郡大俣村大影北方にも， 同村黒JI¥附近にも菊石類を査出するが， 保存朕

態は良好でない。
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E1 黒色頁岩 ・ 絲灰色砂岩 ・ 絲色凝灰岩 • 裸岩の互暦

本府は上記の黒色頁岩府を盤合に被う累附で，肝厚は約 2,500m 以上であ り，等

斜措造を示すが，その累雁のなかの栂造は見掛け上に簡箪に思われるが，各種の化石

の産出し不充分で，その暦序 ・栴造を明らかにし得なかつた。この累府は東部と西部で

岩相が著しく異つている。 西部では砂岩 ・頁岩の互府であるが，東部ではさ らに礫岩

および凝灰岩をま じえている。砂岩は下部の砂岩とほと んど同じで絲灰色を呈し，細

粒ないし中粒である。 ただし礫岩に接近する場合にに礫質となる。 この砂岩からも二

枚貝 • 古代アマモ · 巻介 ・ 箪体珊瑚 • 海胆等が知 られている。 頁岩は黒色， 細粒の泥

岩質で，その厚さは湖いもので 5cm,厚いものでは 10mで変化が多い。 この：頁岩

からも多数の化石を産 し， 板野郡御所村御所では二枚貝 • 巻介等が見 られ， また同村

宮川丙 • 泉谷 ・ 大山村大山町附近・阿波郡大俣村日開谷 • 同郡士成村浦池等でも 各研

究者こよつて各租の化石が見出されている。礫岩は図幅の中央よ りもやや東寄り ，香 ．

川縣大川郡揺栄村附近から東に分布するが， 間もなく急激にその厚さを増して沈租還

境の変化を示している。 礫は拳大から豆粒大の大き さで，粘板岩・珪岩 ・チャート等を

主とし，砂質物で凝固されている。 礫の大き さも西の方では細粒であるが， 東の方に

行くに従つてその形は大きくなり ，またその巌も増加する。 ここで特)こ注意しておき

たいことは，礫に花滴岩質のものが少なく， 古生暦に由来すると思われる岩石の多い

ことでおる。凝灰岩は殴が少なく ，厚さ30m内外の府として大坂越附近に3層あら

われ，さ ら に南部の板野郡大山村大山町北方；こも 見られる。 •これらが同一附位にある

らのかどうかは，現在の所確かではないが．， 野殊ならびに鍛下における観察では，ー

應同一岩摺としてとり扱つてさしつかえないように思われる。 肉眼的には緑灰色を呈

し， 中粒の岩石で，不規則な形をした絲芭部が散在する。 酸性斜長石 • 石英 ・ 方解

石 ・絲泥石が主成分で， これらの鉱物中には例えば斜長石の、ようた， ほとんど自形

て，斑晶朕にあ・らわれるものもある。

恥 黒色頁岩 ・絲灰色砂岩の互恩

この互府帯は下部では厚さl-4mの箪位暦の互暦であるが， 中部以上ではその箪 ，

位暦の厚さが数 cmないし数 10cmとしてあらわれる。そして中部では 頁岩が増加

する部分もある。 地質栴造の部分で詳述するが， この地肝の上部に1向斜があつて，
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その向斜軸までは等斜摺曲構造の累府である。こ の累貯も中部と同拙な互/[f-である。

この互府中にも，多くの化石が各所から知られてお り，上部白型系中の化石査地として

恕名な）所も多い。次：こ主要な化石とその産地を列記する。（主として篠原勇による）。

愁邸縣板野莉地灘村―極蒲谷古代アマモ

同縣同郡 大坂越

同縣同郡 御所村峠

同縣同郡 宮川内

二枚貝 ・'if闘胆

二枚貝• 巻介

Bostrycoce・ras awajiense (YARE) em SASA! 

Archaeozostera sp. 

Lucina codakin 

Turri/ites sp. 

Pravitoceras sp. 

An邸 chytes

Ho/aster 

徳島縣板野郡松島村泉谷古代アマモ・ 巻介 ・腕足類

同縣同郡 松島付大山寺西北 菊石 ・ニ枚貝 ・悔阻

詞縣同郡 大山！寸大山町北方

Bostrycoceras awajiense (YABE) em SA8AI 

Turrilites sp. 

Neophyl!oceras cfr. 

Hetonai.e硲 ematumoto. M. S. 

Hamites sp. 

Inoceramus sp. 

Cladophlebis acutipennis 0店 IJI

Afila _sp. 

同縣同郡 松坂村大寺北方

同縣同郡 板西町大寺 菊石

板東町檜北方 菊石

同縣阿波郡大俣団樟根地 二枚貝

同縣同郡 同村日開谷 菊石 ・ 箪体珊瑚 • 古代アマモ

同縣同郡 八幡町水田 海胆
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同縣同郡 土成村浦池 Piestochilus sp., Postellaria japonica, 古代アマモ

徳島縣阿波郡土成村西原北方 Tersarolax sp., 二枚貝

香川縣大川郡相生村川股 Bostrycocerassp. 

西部では上に述べたE府を E1肝と応 屑とに区別する ことが困難である。すなわ

ち西部には礫岩 ・凝灰岩が発逹せず， Dの黒色頁岩暦の上部には， 直ちに砂岩と頁岩

の互暦の厚い等斜帯造の累府があらわれるからである。 和泉砂岩統の廃さは見掛け上

3,000 m におよぶのであるが，あるいはその 間には走向断府 ・等斜描造等があつて，

それによつて同一の府が繰返して現われるのかも しれない。西部では，東部における

ほど化石の産地が知られておらず， 府序も明らかでないが，主要な化石産地を挙げれ

ば下の適りである。

香川縣香川郡塩之江村木綿織 二枚貝

同縣同郡 安原上西村別子古代アマモ

徳島縣美嗚郡郡里村石佛

Bostrychoceras awajiense (YABE) em SAsAI 

Hamites sp. 

同縣同郡同村平帽子

Bostrychoceras awajiense (YABB) em SAsAr 

Hamites sp. 

同縣同郡同村上中野

Polypty choceras aff 

Neophylloceras cf hetonaiense MA1・suMOTO 

同縣同郡岩倉村岩倉

Bostrychoceras awajiense (YABE) em SAsAI 

以上述べた ように，和泉砂岩統はその産出する化石の種類およびその箇所から，肝

序帯造を明白にする ことは困難であるが，岩相から 考えてこの附近を・栴成する 岩石

は，その西方はやや深い海中に，東方はやや浅い海中に比較的静かに堆積した海成腔

である らし く，東に礫岩が多く含まれ， また半頷半淡の河ロ ・入江等に繁茂した ：：：考

ぇられる古代アマモが多く査することは， その事実を示している。なお古代アマモを

含む地府は，大体において 下部黒色頁岩府の上部約1,500m の附近にある。

和泉砂岩統は基底から上部ま で，ほと んど同走向 • 同傾斜の箪調た等斜梱造をして
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いる。 ただし西半部では 西隣池田図幅内から続く向斜軸が見られる。この向斜軸ま

で，下部からの累雁は等斜摺曲を繰返えすものであろう。 この向斜軸はその南側をほ

ぽ並走する断府 3) と阿波郡江原町冬:till附近で斜交し，冬畑以東では見られない。 この

断摺はほとんど同一方向にさらに東の方に延びて，図幅の東縁に近い板野郡板東町卯

辰越の北側の露出まで続く ものと思わ・れろ。 卯辰越北側の新道で見られる地府が， 南

側：こ撓曲した朕態は，この断府が北側から圧力を受けた朕態を示している。 この断肝

以南の吉野川沼岸の和泉砂岩統；：：：, • 地活(}_J樅乱が甚だしく， その栴造を明らかにする

ことができない。 走向 ・傾斜l1)朕態からみろと ，この地域は， 恐らく鱗片朕に重昼す

る比較的上部に属してい る頁岩 • 砂岩の互肘で ， 梱成されているものであろう。和泉

砂岩地帯では上記のほかに基底部に数本の断府がおつて，北西一南東の方向に， また

北東—南西の方向に地暦がずれてい ろ箇所が見られるが，いずれも小規模て， 地質国

上の水平11)<い違いに 1,000m を越えるいの（まない。

III. 2. 4 火 山岩 類

この地方に見られる火山岩類は，花箇閃絲岩を貰いて咬出した熱柔母石英安山岩

と，それに伴う集塊岩， あるいは凝灰質岩石， および和泉砂岩地幣に露出する石英粗

面岩とで，いずれも二上火山帯に辰する火山岩で丸ろう．と思われる。

黒雲母石英安山岩は香川縣木田郡西植田村土佐山 ・ 同村中谷 • 同郡田中村下所北方

等：こ露出する。 ま た大川郡多和村力石 • 同郡富田村原房西方のものは陶土化作用を受

け， 純白に変筑しているが，黒雲母安山岩または石英粗面岩から変質したものと思わ

れる。集塊岩 ・凝灰質岩石は木田郡東植田村城 ・同郡田中村巖山およびその南方，同

村下所北方 ・大川郡多和村助光附近に露出する。石英粗面岩は木田郡塩之江村丙場 ・

柾川 ・同郡奥鹿村中山西方に小さい露出を見このみである。

黒雲母石英安山岩

灰白色ないし宵灰色で一般に斑晶が多 く， 結晶度が高い。斜長石 • 黒雲母を斑晶 と

し， 石基は斜長石 ・ 磁鉄鉱 ・ 燐怒石 • 石英 ・ 絲泥石 ・ 硝子 （ ま たは跛璃） 等である。

斑晶の斜長石は通常2mm内外の 自形柱朕結晶であるが，時には大きさ4mmを越

3) この閻序1ま池田囮幅内 ， 三奸邪三野町“蔀の奥"の市方の注での親察によれI~ . 北北西方向から

低角度で抑上げた街J:断用と思われろ。
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えろことがある。 融蝕され，不規則な形態を示すものもある。中性長石または灰曹長

石に属ナろ。 小数ではあるが，石英の斑晶が見られ， この斑晶は円味を帯びたもの

て 時に波朕消光を示し，鹿埃朕の黒色物質が線朕に包褒されている場合がある。 黒

雲母は褐色または赤褐色で，短柱朕結晶としてあらわれ， また不規則な小片の集合体

として産する こともある。 赤褐色の部分は多色性が著しい。 石基は中粒で斜長石（灰

曹長石） ・絲泥石 ・磁鉄鉱等が主で，ガラス質物質で充填されている。

白色陶土化した岩石は流状梱造を示し，府理の発逹する部分があり ，肉眼で斜長石e

・絹索母 ・絲泥石が認ふうられ，多和村力石のものには柘楷石の斑朕の結晶がある。

石英粗面岩

石英粗面岩i-;:和泉砂岩摺の基底に近い 黒色頁岩中に， 東西方向の岩脈朕：こ芯つて露•

出すご9。灰白色または灰褐色の岩石で，和泉砂岩中の黒色頁岩を捕疵している3 東西

方向に流動したらしい跡を残している。 風化作用を受けた部分が多いが，斑晶は石英

• が主て 小誠の斜長石（灰曹長石） が見られる。 石基はガラス質で石英 ・ 灰曹長石等を

含み． 副成分鉱物として磁鉄鉱 ・燐灰石等を持つている。 この岩石には 石英粗而岩の

ように見えていろが，陶土化作用の生成物であろうと思われる部分もある。

集塊岩・凝灰質岩石

前記の土佐山 ・ カ石 • 原房を除く火山岩の露出地には，集塊岩あるいは凝灰質岩石

が露出していて， 特こ木田郡氷上村嶽山 ・大川郡多和村助光附近二は，突起した小丘

として特徽巧、あろ地形を作つている。

角礫にはガラス質物質・珪化作用を受けた花箇岩・花協質砂岩 • 砂岩等が数 mm-数

10cmの大きさで含まれ，凝灰質物質で固結されている。集塊岩 ・凝灰質岩石のある

所には，黒雲母石英安山岩；こ伴つて貫入角礫 (intrusivebreccia)を見る場合が多い。

なお， 大川郡豆名村長野北方の谷には両郷石安山岩の韓石を見るが，その出所は明

もかでない。

III. 2. 5 洪積層・：中積層

図幅地内の各河川の流域ならびに海岸線附近には，洪積統に属する砂 ・礫 ・粘土暦

が著しく発逹し， その1部は山地の谷間にも残留して 台地朕の地形を呈している。

吉野川沿岸ならびに吉野川を挟んだ山地には新旧 2段の河成段丘があるが，I日期の
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もii);ま恐らく洪秘世前半の後期，新期のものは洪税1財後半の炉りと推定されるc

新l日の両腔と も砂 ・礫 ・粘土陪を主体とし， 岩質は洪租肘下の岩府のいかんによつ

てh'lつでいる。 従つて場所によつて変化に富んでいて，例えば結晶片岩地帯には結晶

片岩の礫が多く， 和泉砂岩地幣には同砂岩に由来するものが多く ，また花尚岩地帯の

もJ)は花侮質の砂や礫が多ぃ。岩相も場所によつて一定しないので，独立した露出箇

所を対比することは困雌である。 厄¥は旧期のものが約20-40i:n, 新期の府が約 10-

30 m であるa 徳島縣麻植郡森山村附近の新期の洪秩府は亜炭を挟み， その附近には

次のよ うな化石を産する。

Palaeoloxodon sp. 

Anodonta woodiana (LEA) 

Viviparus cfr. japonicus (MARTENS) 

この化石から判断して大塚硼之助の dulに属する 淡水または浅海性の沈稜暦であ

る と考え られる。なお炭府附近の地質については，森山炭鉱 • 徳島炭鉱澗査概報があ
- ' 
Oo  

洪秘府地帯の1部には侵蝕作用の結果できた特屎な侵蝕地形な呈するものがあ り，

億島縣阿液郡林町附近の土柱は惑名で，天然記念物に指定されている。

噸咄氏礫 • 砂 ・ 粘土から成つていて，河岸 • 河口 と・汁且岸およびその他の平野を作

11, 厚さは各所1こおいて災つている。 本府が最もよ く発淫している所は吉野川河口附

近て 最大幅約 10kmにおよぷ三角形の平野とたつていろ。 この平野は地形学的に

考察ずれば吉野川の溺谷を埋めたものと思われ， 洪積世以後述続して形成されたもの

と考えうれろ。総じて第四紀層は河川に沿つて水平屈な形成しており， 第四紀以後に

は著しい地殻変動は？忍められない。

IV. 應 用 地質

IV. 1 概詮 •

三波川変成岩類中には，いわゆる別子式暦状含銅硫化鉄鉱床が賦存している。 その

’ぷかには 100年以上に亘つて稼行されたものもあつたが，多 くは今次大戦の終結とと

も1こ休山の朕態となり ，現在（昭和22年 9月）稼行しているものは 高越鉱山のみで
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ある。 （昭和17年当時は， 久宗鉱山および高越鉱山の支山 として東山坑 • 広石坑 ・持

部坑 • 折木坑等においても，残鉱の処理を行つてい•た） これらの鉱床はいずれし三波

川変成岩類の上部，絲色片岩帯D中に賦存するもので，従来この種の鉱床は成因上，

角閃岩と密接に関係あるものと考えられていたこともあるが， この図幅の地域内には

角閃岩は見られない。 三波川変成岩地帯には旧坑が各所に存在しており ，その多くは

泊革不明のものであるが，地質朕態からみて，含銅硫化鉄を目的としたものらしく ，

そのう ちには硫化鉱の査出をみたものもある。

三波川変成岩類中には，小規模であるが，満俺鉱を産する。 鉱石は炭酸滓俺鉱で，

点紋の少ない緑色片岩 • 黒色片岩の互摺帯中に査出 している。

吉野川沿岸の新期洪積暦中には亜炭が挟在し，麻植郡森山村山谷においては 近年ま

で稼行されたが，品質は劣 り，菰的にも少ない。 ． 

このほかは，図幅内に建築用石材 ・陶土 ・屋根瓦用粘土等が採取され， また冷鉱泉

が浴用に供せられているが， いずれも著しいものではない。

IV. 2 各• 詮

IV. 2. 1 銅鉱

高越鉱山

本鉱山は徳島縣麻植郡三山村大張にある。発見の時期は詳らかでないが， 明治 29

年頃から小規模ながら出鉱していた。それ以来経営者は度々変つたが，出鉱な続分な

がら昭和 7年日本鉱業株式会祉の手：、こ帰して，今日におよんでいる。

鉱山附近を柄成する岩石は主に緑色片岩で． その問に黒色片岩の薄｝罹な挟有する。

吉野川南岸に広い地域に亘つて，東西方向に配列している三継 • 三好 • 東山 ・ 広石・持

部 ・折木等の諸鉱床も．絲色片岩帯に含まれるものであるが，地質描造は比較的簡箪

で． 北に領斜した箪斜栴造であつて， 坑内の下部に向斜摺造が見られるのみで記ろグ）

に較べて，高越鉱山附近は東西方向の軸を持つた向斜揺造をなし，栴造が複推で玄

る。すなわち向斜軸は楠根地から東方中枝村宮倉附近に逹していると思われ， 鉱体は

ほとんどその軸上に位置している。向斜軸ぱ約20° 内外の領斜で西方に沈み 東に三

山村迎坂から中枝村照尾を横切る断府によつて， また西側は高越山頂かち三山村井上＿

附近をt商切る断雁によつて，それぞれ切られている。 向斜軸附近では小摺曲こ伴つて．
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走向 • 領斜ともに乱れている。鉱体は， 陽起石—絲簾石ー緑泥石—凹長石片岩 ・ 緑簾石—

絹裳母—藍閃石片岩•紅簾石—絹繋母ー石英片岩等の 互暦のなかにあつて， 湖 く長い レ

ン ズ状を呈する。 鉱体に近い上下盤には紅簾石•—絹雲母—石英片岩が：：：', :)' 鉱体の下方、

近くには藍閃石—絹雲母—石英片岩が存在する場合が多い。 その間にある 点紋緑色片岩

には硫化鉱笠鉱染しているが， これはガリ鉱と呼ぼれている。 地表では鉱体の走向は

東西ないし N 60°Wであり ，坑内で見られる地下の朕態は擾乱が甚 し<.:.....定してい

ない。 條斜は全体 としてii向斜の型を採つているが，摺曲作用の結果場所によつて下

規則である。 鉱休の形態も不規則であり ，それは西部において著しい。鉱体は現在乳

朋している 所では 南北の方向に約 1,200m東西の方向に 30-300mにおよ ．してい

る。 10,...,15mの間隔で上下娩にわけられるが， 判然と区別されるiのではなくて，

・レンス冴犬の鉱体が霊なり合つて生成された形態である。領幅は上下：：：もに 10-2oocm

で，平均 20cm内外であり ， 摺ill!作用の甚だしい部分， こと：こ f習曲作用 v切頁部 9つ近

くでは厚い靡こ宅つている。鉱体の分妓現象は坑内の各所でみられ，鉱体は大小：こ分

鼓 している。この現政は摺曲部において著しく，時には小規模ではおろ；＇ぶ 走向な切

るものもおろ。 このよう芯鉱体の分鼓現象を 「ハネコミ 」と呼 ’ツでいろ。 鉱石は黄鉄

鉱を主とし ， 黄銅鉱 ・ 斑銅鉱を含む。脈石は石英 ・ 磁鉄鉱 ・ 方解石 ・柘梱石 •赤鉄鉱

等である。 斑銅鉱に摺曲部ならびに断唐に泊つた部分と局部的なハネコミ に小足見ら

れるのみである。 鉱山の記録によ れば，鉱石品位は次の通りである。

年JAg J Cu I Fe ¥ Mn J Zn [ Si02 j Ah叫caolMgoJ s I 
gr/ton 祐 1, I• -,; lS . j> lS :a 

塊鉱 193.71 34.05 0.08 1.92 12.97 3.97 o.o5 I 1.10 39.68' 
叫ら1備考 Au,Pb,
jSb, As. Bi, 

粉鉱 152.90 36.09 0.12 3.13 10.02 3.53 0.16 1.65 38.501Ni, BaS04は

ガリ鉱 9 1.08 25.91 10.09 10.52 32.54 9.46 0.28 1.81 24.03 
各鉱 とも trて
_,_:: 
タ・ッ

鉱雇は鉱山側の調査によれば次の通 りである (1949年度の調査）。

鉱巌の種類 鉱屈 Cu含有巌 • s含有菰

確定 47万 t . 0. 74炎 12.29 % 

推定 30'I 0.69 fl 11.30 fl 

合計 77 ,, 0.72 fl 11.89 f/ 
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生査・殴は次の通 りである。

年 度 i鉱 斌 Iー銅品（立 l硫黄品位 I銅 益 I硫 黄簸

ton ,,O/ ,, 寃 kg ton 
1940 14,766 4.03 595,420 

1941 11,548 4.37 505,730 

1942 8,205 4.40 361,425 

1943 9,211 3.00 275,897 

1944 9,731 3.40 330,554 

1945 4,416 3.08 135,836 

1946 16,556 1.07 11. 71 177,291 1,939 

1947 21,221 0.98 11.16 198,122 2,368 

1948 30,734 0.89 14.14 274,782 4,372 

1949 33,186 0.94 15.91 311,948 5,280 

精鉱およ 3吼；激銅）よそのまま直接佐賀関製棟所：こ送 り， 硫黄採集後の焙鉱も佐賀関

· -ふ~- · ,-い―,a,;-',_v O。

IV. 2. 2 満俺鉱

白竜鉱山

徳島賭入田村小久保の縣道から，牛馬車な通ずる村道を南方に進んだ山腹に， 白竜

鉱山の試掘坑がおる。明治 25年頃に試掘されたことがあり， 昭和9年郡伊平が鉱業

権~取得して，断続して試掘 していろが結果は良好ではな く， 現在少逗の鉱石を得て

いるのみである。

鉱山附近の地質は絲色片岩•黒色千枚岩の互府で， 緑色千枚岩を挟んでいる。 走向

は N 80°W, 傾斜は20-40° で南に傾いており ，岩府は等斜揺造をなし， この附近

では摺曲は著しくない。鉱体は片岩類中に小レソズ朕または 「イモ」 吠；こ胚胎すろ炭

酸満俺鉱で，小巌の二酸化満俺を伴つている。 肥厚 した部分での厚 さは約 25cmで，

長 さは約 Sm でおる。鉱石は菱満俺鉱を主 とし， 脈石 としては値かに石英を見るだけ

である。 品位は Mn25-30劣である。 確定鉱飛 120t, 推定鉱足 2,000t (1942年）

といわれるが明確ではない。

IV. 2. 3 亜炭

森山炭鉱 • 徳島炭鉱
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一介←わた,..,約 3k年 の地を占め，徳島本線両炭鉱は徳島縣麻植郡森山村字山谷 ーハ

閏品駅の東南，約1.4kmに当り，その問は ！、ラ ック運酷の可能な道路がある。この

地区は吉野川沖積平野に接し，沖秩府から成る緩傾斜の丘陵地形を品している。洪稜

肝は2段の段丘を形成しているが，亜炭府を含む層は新期のもので dulI・ こ屈し，礫

府 ・ 粘土府 • 砂肝から成る淡水性の沈放物である。

亜炭）料は粘土府中に介在し，地表から約15mの探さにあり， 東部では3府ないし

5府が見られ，西部では 3府である。 木質亜炭で厚さ約 1.5m であるが，最厚部は

3m . 以上に蓬している。 走向は東西ないし N 65°Wで，50内外の傾斜で北に傾い

ている。 中央な北東一南西方向で約 40° 南方へ傾いた正断暦で切られる。 断腔の落差

は約10m で稼行に支降はない。 炭質は褐色または黙褐色で，光沢のない樹木質であ

ロ。 本所分析係で行つた森山 • 徳島両地区の標本 15 個の平均の 含有物およびその発

炭痘は両地区合せて約

成 分 徳島地区 森山地区 60万tの廊定砒がある。

水 分 10.24努 7.94疹 両炭鉱iな昭和22年末 に

灰 分 40.21 54.72 休山し，以後稼行されて
揮発分 33.45 27.75 

いないが，戦弔中は年間
固定炭素 16.07 9.44 

硫 黄 0.32 0.30 7,000 t内外の出炭をみ

カロリ た。
発熱戯 2642 1780 

なお両炭鉱：こついては

熱飛：＇之次の通 りである。

昭和22年3月準精査が行われ， 地質調査所炭田調査速報第12号として発表された。

IV. 2. 4 淘土 ・瓦用粘土・建築用石材

靡 I:・瓦用粘士は個人経営で規模も小さい。 陶土としては 香川縣大川郡宮田村原房

阿方， および同郡多和1寸中山附近の黒雲母石英安山岩の陶土化した鉱石を採掘して用

い， 瓦I廿粘土としては，能島縣坂西町川端附近の洪秘府中の粘士が多 く用いられてい

; ・,c建築）fl石材としては，結晶片岩地域各所の緑色片岩および線島縣板野郡大坂越附

近./)和泉砂岩統の砂岩::;:Ji-Jいられているが，大規模な採掘は行われていない。
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IV. 2. 5 鉱泉

香川縣香川郡塩之江村の塩之江鉱泉に，淡黄色の硫黄泉であるが，冷泉で悌出口は

現在ただ 1個所であり，湖出抵も極めて少ない。
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TOPOGRAPHY 

Topographically, the area inc・uded in this sheet is diyided 

into four segments of nearly equal dimension : first, the upland 

in the southern part of the area; second, the Asan-range in the 

・middle part; third, the highland in the northern part ; and fourth, 

the alluvial plain of the Yoshino river. These four kinds of 

topographical features were formed under the influences of the 

agencies of former and present Yoshino river. The upland in the 

southern part, with the altitude of 200 meters in the east and 

about 1,500 meters in the west, represents the northern flank of 

the backbone of Shikoku Island ; and is in the mature stage of 

-erosion. Its slope, gently slanting eastwards, suggests a former 

peneplain. This perieplain continues to the erosion surface of 

about 1,000 meters in alutitude, in the・area immediate south of 

this sheet. The upland is limited in the north by a straight fault-

: scarp, along which there is a row of several hills representing 
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the remnants of faulted blocks. Along the Yoshino river and its 

largest tributary Akui, there are two stepped river terraces at 

su~montane. In the eastern part of the area, the older terrace is 

locally observed. The present broad and triangular plain along 

the Yoshino river is a reclaimed drowned valley of the former 

Yoshino river. The meandering Akui river is of an antecedent 

nature and its valley at the lower reaches shows _marked modific
a-

tions caused from this subsidence. Other tributaries from the 

southern upland are the consequent rivers after tbe subsidenc
e. 

The Asan-range on the northern bank of the Yoshino river is t
he 

uplifted mountain after the Diluvial age. It is bounded by a 

st_raight faultscarp in the soutl).. Occasionally complicated splinter-

ings・of the faultscarp are observable from the presence of 

some mirior fault blocks carrying kernbut and kerncol, and of 

complicated valley systems. The flattopped Asan-range, about 

1,000 meters high, gently slants eastwards into Naruto Strait. Pro-

trude peaks on the range are the remnants of the higher pen
e-

plain, previously existed. The most characteristic features of 

this range are " Piedmonttr~ppe " and " Pie血 ontflache"on its 

southern slope, formed by the erosion on the stratified rocks 

dipping southeastward. Nothem part of the range is hilly due to 

the existence of soft black shale. Lithological change between 

the hard sandstone and the soft black shale can be seen on t
he、

topography with a steep slope between them. The area, occupied 

by this black shale, conglomerate and granodioritic rock, is hilly 

and, is well dissected by streams lasting from Diluvial age. Where 

the effusive rock exists on the granodioritic rock, there is a: 

characteristic feature, represented by small pro、~rude peak. Along 

the coast of the Inland Sea, small scaled dunes are observed. 

．
 

GEOLOGY 

The area is divided into two tectonic units, the Inner and 

Outer, by the Median Dislocation Li.ne, which can not be seen 
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actually in this area, being hidden under the alluvial plain along t
he 

Yoshino river. Inner Zone consists of granodioritic rocks and the. 

・Izumi sandstone series (Senonian), resting unconformably on the 

former, the Outer .Zone consists of crystalline schists of the 

so-called "Sambagawa metamorphic rocks." 

Sambagawa Metamorphic Rocks 

The rocks have almost eastwest schistosity, dipping to the・. 

north or the south. The apparent succession of the schistose rocks. 

is as follows, though-the relation between the schistosity and strati-

fication planes is not clear. 

upper (E) alternation of green schist and black schist 

↑ (D) green schist 

(C) black schist and black phyllite 

green schist and green phyllite 

(B) black phyllite 

lower (A) schistose sandstone 

(A) Schistose Sandstone : The rock is exposed with low 

angles in the cores of anticlines, and is covered by the thick 

black phyllite or interbedded in black phyllite. It is dark or grey 

in colour with rather indistinct schistosity and is composed of 

porphyroblastic quartz and albite, minute scales of sericite, 

black carbonaceous substances, a few quantity of blastoporphyritic 

common augite and other accessories. 

(B) Black phyllite: Black phyllite forms a thick bed cover-

ing the schistose sandstone. In this rock, minor foldings and 

false・cleavages are especially frequent. -It consists chiefly of 

quartz, sericite and graphite, carrying abundant minute lenses 

and veinlets of quartz. In this bed, green. phyllite and sericite-

quartz schist are interbedded as many thin layers. The former is 

composed chiefly of chlorite and actinolite, and the latter chang
es 

to quartz schist in occasion. 

(C) Green schist and green phyllite, black schist and black 
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phyllite: These rocks lie on the above-mentioned black phyllite, 

the phyllitic members occur especially in the lower zone. The 

maih type is green schist, with yellowish green bands of 

epidote. Actinolite-chlorite-ep1dote-albite schist is the common 

green schist in this horizon, often with glaucophene. Albite never 

-occurs as " spots " -rounded or ovoidal porphyroblasts. One of 

the other types of the green sc;hists is actinolite-albite schist, oc-

-curing as thin interbedded layers in the aJ;>ove-mentioned green 

schist or in black phyllite. In the former schist, calcite-stilp皿

melane-chlor1te-quartz schist is interbedded m one-meter-wide 

bands. The black schist and b'.ack phyllite are almost of the 

same characters・with those of the (B) zone. But in the upper 

part of this horizon, small albite spots are observed to be scattering 

through the rock. In the eastern part of the area mapped, this 

spotted schist is not seen, and the green schist is directly covered 

by the green schist of the (D) zone. 

(D) Green schist: This zone comprises sp)tted green schist, 

piedmoIJ,tite-bearing schist, glaucophene-bearing schist, and others. 

The spotted green schist is represented by actinolite-epidote-

-chlorite schist carrying albite-spots, 0.2-0.8 mm in diameter. The 

spots include small crystals of epidote, titanite, actinolite, etc., 

arranged mostly parallel to the schistosity, though sometimes, in 

curved rows indicating rotations of .the spots. Generally, the 

spots increase their sizes as well as their quantities towards upper 

horizons, where they reach as much as nearly 80-90劣 ofthe 

rock volume. All of the cupriferous pyrite mines in the area 

mapped are situated in this horizon. 

Piedmontite-seric'te-quartz schist occurs as thin bands less 

than 15 meters in thickness, but well continues in the horizontal 

direction in the field. The rock is pink in colour, siliceous, and 

carries piedmontite, quartz, sericite, and a {ew amount of hematite, 

garnet and others. Occassionally it grades into quartz schist. 

Epidote-sericite-glaucophene-albite schist. occurs as thin layers, 
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except in the vicinity of the Kotsu mine where it is exposed 

widely. 

(E) Black schist and green schist: These rocks appear in 

intimate ,;¥lternation and are distributed chiefly in northern part 

,of the crystalline schists・area along the Yoshino river. Both are 

characterized by albite-spots. 

Black schist -This is mainly graphite-sericite-albite-quartz 

schist with albite-spots of about 0.5-2 mm in diameter, "Augen" 

or lense-formed, containing graphite, quartz and garnet inclu-

・sions. Garnet porphyroblasts are scattered occasionally・through 

the roc;k. Piedmontite-sericite-quartz schist, of much the same 

with that in horizon (D), is interbedded as thin layers in the 

spotted schists. 

Green schist -Alternating with the spotted black schist, 

actmohte-epidote-chlorite-albite schist is th e mam member of the 

upper horizon of the cry~talline schists. Spots increase in quantity 

and in size in the northern part of the area. The aggregation_ of 

the spots in bands is occasionally -observed ; more than 90劣 in

volume of the rock is composed of albite-spots. The characters 

of the albite-spots are ?ame as those above-mentioned. Garnet is 

found occasionally as porphyroblasts of 1.5 mm in diameter. One 

of other types of the green schists is albite-epidote-hornblende 

schist, consisting of hornblende, epidote, clinozoisite and others、

The rock is partly, rather massive. .Hornblende is subhedral, 

always altered to actit1olite. 

SERPENTINE It occurs as intrusive sheets and bosses in the 

"Sambag~wa metamorphic rocks." Judging from their occasional 

developement of schistosity usually in peripheral parts, it is thought 

that they were subjected to the . same regional metamorphism 

with the crystalline schists. 

STRUCTURE The structure is most complicated in the'、Samba-
gawa metamorphic rock " region. There is an anticline in the 

south and a syncline in the north. The southern wing of the anti-
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dine is cut by a strike fault, which is the oldest structural line in 

this area. ・Two sets of later faults cut these folded rocks and the・ 

strike fault. One is of NW-SE d' ・ irect10n, compnsmg many parallel 

faults particularly in the eastern part of the area. By these 

faults the eastern part manifests the step by step block move-

ments. Faults of . the other set are overthrusts of low angle,. ・ 

running from NE to SW or from NW  to SE. 

Granodioritic Rock 

This is unconformably covered by the Izumi sandstone series 

at its southern boundary, and is intruded by volcanic rocks. 

Hornblende-biotite granodior1te is th e mam rock which oc・

cupies about 90劣 ofthe area. It has porphyritic texture. Locally・ 

it has unusual appearances・due to later cataclastic movements 

and mineralizations. It is c~mposed chiefly of plagioclase (oligo-

clase to andesiIJ.e), quartz, microcline, dark brown biotite (r = 

1.672-1.678) and hornblende. The rock is partly biotite granodiorite・ 

in character, as at the northern _coast of Hiketa-machi. There, 

basic ovoidal xenoliths are・occasionally found. In some places-

biotite clusters as elliptic form or lenticular masses or bands. 

Plagioclase (chiefly oligoclase), quartz, microcline, and reddish o_r 

hazel brown biotite (r=l.663-1.665) are the principal constituents .. 

T証reare small masses of rather fine-grained, aplitic biotite 

granite. It occurs as enclosing in the above-mentioned granodi-

orite, but the relative age of two masses in contact is difficult to・ 

determine. The granite carries plagioclase (usually _oligoclase to 

andesine). quartz, microcline, biotite (r = 1.657-1.662), as essentials. 

Aplite veins cut throngh the granodioritic rocks as well as 

basic rocks as describing below. At the northern coast of Hiketa-

machi, aplitic veins occur in network. These are_ observed only 

in the basic rocks and never in the granodiorite. Lath-shaped 

plagioclase, characteristically present, may be remnants of the 

surroundi_ng basic rocks left in the course of the metasomatic: 

action. 
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In the granodioritic area there occur dark, compact, basic" 

rocks and grey or milky white, compact g
ranophyre. Both are 

independent simple or composite dike-forms
. In field observation 

the j::,int system in these rocks are continu
ous, not independent,. 

to those of the surrounding granodiorite. One of the char-

acteristic features under the microscope in both kinds is a presence 

of lath-shaped plagioclase with dusty, calcic
 core and clear, sodic 

periphery, irregularly shaped hornblende and biotite; all of these
・ 

mineral behaviors may suggest some metas
omatized effects upon 

the original rocks. From the facts in the field as well as und
er 

I . 

the microscope, these rocks are the metasomatized produc
ts of 

doleritic, diabasic and porphyritic rocks, ex
isted before the intru-

sion of granite. The・basic igneous rocks were subjected to 
meta-・ 

somatic actions due to certain, ichors emana
tion, now repres釦 ted

by aplitic veins traversing basic rocks in network, ~nd . acquired 

petrographic characters of meta-diabase to 
granophyre. 

Jzu切 iSanastone Se1:ies 

Izumi sandstone series is bounded by the Median Dislocatiop.. 

Line to the " Sambagawa metamorphic rocks " and covers the 

granodioritic rocks with an erosional unco
nformity. The函eries,

・belongs to Senonian and consists of the fo
llowing strata : 

upper western part eastern pa辻

↑ (E) alternation of black (E 1) alternation of black 

shale and greenish shale and green grey 

grey sandstone sandstone 

(D) black shale （い） black shale, greenish 

grey sandstone, green-

tuff, conglomerate. 

(C) greenish grey sandst,one (D) black shale 

(B) basal conglomerate (C) greenish grey sandstone: 

(A) arkos1c sandstone (B) basal conglomerate 

I 

lower 

A ・rkos1c sandstone attams a thickness of several to 100 meters 

in the western half of the sheet, but usually this sandstone b
ed. 
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-is missing in the eastern half of the region. Where the arkosic sand-
stone is lacking, the basal conglomerate directly covers the 

_granodioritic rock. It attains 50-300 meters in thickness and con-

t.ains pebbles chiefly of granitic rocks with some amount of clay-

slate, chert and quartzite pebbles. ・The thickness of the bed 
increases eastward and decreases westward. At Kitadani, Koumi 
village, Okawa dist., Kagawa Pref., Astarte sp. and Trigoルiasp. 
have been informed to occur from this horizon. Creenish grey 
.sandstone, resting on the basal conglomerat~conformably, attains 
.30-500 meters in thickness and interbeds some layers of black 
shale. It is fine-to medium-grained and its colour turns grey by 

｀ 
weathering. Marine fossils are embedded abundantly in the sand-
stone, collected and described・ones being listed in p. 20 in the 
Japanese text. Black shale lying on this sandstone, has a thick-
ness of about 500 meters. It is black in colour, fine-grained and 
has no clear bedding planes. By weathering it turns white and 
、crumblesinto fine angular pieces on exposures. It also enclosed 
richly marine fossils. On this black shale,. alternations of black 
.shale, greenish grey sandstone, green tuff and conglomerate are 

widely .exposed, attaining more than・2,500 meters in thickness. 
The strata are probably repeated by many isoclinal foldings, 
though the fos3ils, from thef e strata, are not enough to make 
【clearthe structure and the stratigraphy. In the western part, 

rocks involved in these strata, are sandstone and shale in alterna-
tion. In tl 1 1e east cong omerate and tuffaceous sandstone mter-

vened in these strata. The tuffaceous sandstone is as much as 
30 meters thick. It is green in colour and contains pumiceous part 
.and liparitic tuff. Sandstone has the same appearance as that of 
the lower horizon and locally grades to conglomeratic. In this 
sandstone, a few marine shells and Archeozostera have been found. 
Black shale is fine, argillaceous, and is intercalated with varying 

thickness. It contains prolific fossils, of which collected and 
described ones are listed in p. 22-23 of the Japanese text. The 
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interbedding of the conglomerate appears first in Fukuei village~ 

Okawa dist., Kagawa Pref., and increase its thickness eastwards. 

Pebbles are less than a fist in size, consisting chiefly of clayslate,.. 

quartzite, and chert of the Palaeozoic formation. Absence of grani-

tic pebbles is not涵ceable. Upper part of this alternation consists-

of sandstone and black shale. Lithologically they are similar to the 

sandstone and the shale in the lower, horizons. They contain 

man・y fossils (cf. list in p. 23 in the Japanese text). 

STRUCTURE In the Izumi sandstone region isoclinal structures 

prevail, though in its southwestern part there appears a synclinal 

axis trending from west to east. Intersecting this synclinal axis 

there is an overthrust running almost from west to east through the・ 

whole area of the sheet. The strata to the south of this thrust are 

so complicated in structure that their structmal relation with the・ 

rocks to the north of the thrust is not distinct. Some slippings of 

the basal conglomerate of the Izumi sandstone, rather of small 

scale, never exceeding 1,000 meters in horizontal difference, are・ 

present in several places. 

Volcanic Rocks 

Volcanic rocks in this area are biotite-quartz andes:te in lava-

flows with agglomerate or agglomerate-tuff, and lipar1te m dike-

forms trending E-W direction. Sometimes, the andesite changes 

to white kaoline. Kaoline from Chikaraishi, Okawa districts has 

phenocrystic garnet crystals. 

Pleistocene Series 

Pleistocene series consists of higher and lower terrace de-

posits, composed of sand and gravel mixed with a considerable 

amount of clay. Some lignite seams are contained and Palaeloxodon 

sp. were found in the lower terrace deposit. The lower and the 

higher deposi.ts attain in thickness about 10-30 meters, and 20-

40 meters respectively. 
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Reし:ent

Recent deposit comprises the river terrace, alluvium and 

:sand-dune. 

ECONOMIC GEOLOGY 

Copper Ore 

Many cupriferous pyrite deposits, K6tsu, Hisamune, Higashi-

・yama, Hiroishi, Mochibe and Oriki are found in the green schist 

of (D) zone of the "Sambagawa metamorphic rocks," as bedded 

forms nearly parallel to the schistosity. The ore is massive, fine-

grained and generally associated with banded ore. Principal ore 

is cupriferous pyrite, mixed with chalcopyrite and bcimite, having 

-quartz, magnetite and hematite as gangues. The ore-deposition is 

.considered to be of metasomatic genesis and inpregnation with 

occasional fissure fillings, and be related to basic intrusives, though 

in the case of this area basic intrusives are not observed. Copper 

-content of the ore is 1.0劣 inaverage (1946-1949) and more than 

12鈴 ofsulphur are・contained in the ore from the Kotsu mine. 

The Kotsu mine is situated in Miyama village, Oe district, Toku・

shima Pref. The ore body extends 1,200 meters from north to 

south and 30 to 300 meters from west to east. The thickness of 

the ore body is about 20 cm in average. The reserve of ore is 

considered about 777,000 ton~in 1949. Amount of production of 

.copper is 312,000 kg in 1949. Other mines except the Hisamune 

mine, had been closed since 1945. 

Manganese Ore 

Rhodochrosite with pyrolusite occurs as lense-form in some 

-schists of the "Sambagawa_ metamorphic rocks." It is of small 

scale and of no economic value. ・ 

Lignite 

Some lignite seams are contained in the Pleistocene bed near 

.Moriy_ama vilJage, Oe district, Tokushima Pref. 
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Building Stone 

The green schist of the "Sambagawa metamorphic rocks" 

.and the sandstone of the Izumi sandstone series are quarried 
at 

several places for tomb-stones or building stones of local uses. 

Mineral Spring 

A cold sulphur spring from a fracture zone traversing the 

• _granodioritic rock is present at Shionoe village, Kagawa dist., 

Kagawa Pref. and is utilized for mineral bath. 
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